
足尾鉱毒事件田中正造記念館 企画展 7

蟷鍮燿讀雉颯悠洟
公害の原点・足尾鋼山鉱毒事件。正造さんは直訴後、谷中村に移り住み、買収
反対運動に取り組みます。強制破壊後も、残留民とともに亡くなるまで闘い続け
ます。その間、驚くことに3000余通にも及ぶ手紙を残留民に出して、励まし、指
示し、怒り、共生して、深い言葉を遺しています。その息づかいまで伝える直筆
コピーを展示します。
新しい年を正造さんとともにスタートします。どうぞお出かけください。
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明治 38(1905)年 8月 22日 書簡

NPO法人 足尾鉱毒事件田中正造記念館
〒374-0023群 馬県館林市大手町 6-50 80276-75-8000 FAX0276-75-8013

祗月に幌日 ～ 蟷月末日

午前 10時～午後 4時
入場無料 休館日1月・水・金曜

会場 正造記念館
足尾銅山鉱毒事件と正造さんの生涯の通常
展示、被害地立体ジオラマ、紙芝居、関連

書籍、2019正造カレンダー等用意してお待
ちしています。
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